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令和 8年度愛媛県相談支援従事者初任者研修 

インターバル①・②実習の手引き・ガイダンス  

 

※注 1）インターバル実習という表現がテキストや他資料でされていますが、実習１－１，２など

「実習」のワードが多用されており内容が混在することを考慮し、ここではインターバル

実習①・②をそれぞれ「インターバル①・インターバル②」と表現させて頂きます。 

※注 ２）インターバル実施期間中において、テキストやこのガイダンスに記載されている内容や

事前に周知した内容について問い合わせされる事例が多数あります。まずは必要事項を

熟読下さい。 

※注 ３）課題様式について空欄が目立つ、もしくは内容によっては再提出を求める場合がありま

す。また、期日までにご提出頂けない場合は研修修了を認めないこととします。（法定研

修のため）（テキスト p275） 

※注 ４）課題様式については愛媛県知的障害者福祉協会ホームページに様式一式を記載しており

ます。ダウンロードの上、ご記入ください。 

 

（初任者研修の流れ） 

 

 

 

e-ラーニング 

 

 

 

 

インターバル①（実習１－１・実習２）  

実施期間（令和８年 6 月２４日～令和８年 7月 14日） 

（改訂 相談支援従事者初任者研修テキスト p272～275 p278～280引用・参照） 

〇実習１－１（相談支援の基礎技術に関する実習１） 

（１）実習の目的 

実際の現場で自身の実践例を一例選び、ケアマネジメント（相談支援）の一連の流れを学び、下記の

書類を作成します。障害福祉サービス等を利用する障害児者の居宅訪問を行い、面接による情報収

集を行います。 

 

（２）実習の内容 

ご自身の実践例を選定し、実際に訪問し面接による意向聴取やアセスメントを行い、ケアマネジメ

ントプロセスに沿って書類を起票、加筆する。（ご自身の事例でないと判明した際は修了を認定でき

ない場合がございます。） 

作成した上記資料を各市町のインターバル受入機関に連絡し実習時に確認、助言を受けて下さい。 

講義 

1.2 日目 

 

演習 1・2 日目 

R8.6/22.23 

インターバル② 

（実習 1-2） 

 

インターバル① 

（実習 1-1.実習 2）
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演習 3 日目 

R8.7/22 

演習 4・5 日目 

R8.8/25.26 
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（３）実習の手順 

※注）③のインターバル受入機関に事前に日程調整の連絡をお願いします。調整した日程から逆算

し、①～④の手順を踏んで下さい。 

 

①ご自身の実践例を選定し、本人の同意等を得て、実際に本人に会ってアセスメントを行ってくだ

さい。（※1） 同意書等の提出は求めませんが、支援記録等に残しておくことを推奨します。 

②実践例の概要（書式７）、ワークシート２（人となりの理解とストレングスに着目するためのスト

レッチ）（書式２）、一次アセスメント票（書式８）、ワークシート３（ニーズ整理票）（書式３）を記

入します。 

③各所属地域のインターバル受入機関に事例を提供し助言を頂く。（スーパービジョンを体験して頂

きます。） 

④次回（7/22）に開催される演習にてご自身の実践例を各グループで報告して頂きます。それに向

けて 7分程で報告できるようご自身でご準備ください。（報告のポイントはテキスト 274ページに

記載されています。）ワークシート３（ニーズ整理票）を用いて簡潔に説明ができるようお願いしま

す。 

 

（４）実践例の選定について（テキスト p273参照） 

①実際に自分自身が現在進行形で関わっている利用者であること。 

②ケアマネジメントを用いた支援に適する当事者であること。 

・地域生活（在宅生活）、入所、入院からの地域移行に関する支援の対象者であること 

・インターバル期間中にゴール設定ができるか、あるいはすでにできている利用者であること 

・地域の複数の社会資源を活用している（したい）利用者であること 

・1つ以上の障害福祉サービスを利用している（したい）利用者であること 

③受講生自らアセスメントを（再）検討したい、他者の意見を聞きたい利用者であること。 

※1以下の実践例は研修の観点から避けてください。 

・入所、入院に向けた支援、入所、入院の継続支援に関する事例 

・緊急性が高い、危機介入の必要な事例、虐待が疑われる事例 

・研修の期間に利用者（事例対象者）に会うことが難しい事例 

・本研修の期間中に関係性の構築が困難な事例、研修期間中に会うことが困難な事例 

・現状、本人のゴールがない、本研修の期間中に定まりがたいと想定される事例  

・介護保険サービスを利用している方（併用利用の方も避けて下さい。） 

 

※実践例選定にあたっての注意事項はテキスト 273ページを熟読下さい。 

課題様式について空欄が目立つ、もしくは内容によっては再提出を求める場合があります。 

 

〇実習２（社会資源に関する情報収集） 

（１）実習の目的 

相談支援に活用する地域資源の実際について理解すると共に地域における福祉サービス等に関する
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情報を収集し、現状把握を行う。地域の特徴を知る。研修にて他参加者に情報を伝え、他の地域の状

況も知ることで知識や知見を広める。 

 

（２）実習の内容 

所属地域で活動する自立支援協議会の活動状況を関係者に聞き取る。実際に協議会等に参加して情

報収集する。情報収集した内容を社会資源活用票（書式１４）にまとめる。 

 

（３）実習の手順（テキスト p279） 

①自立支援協議会の実施主体である市町窓口もしくは委託先と連絡を取り、情報を聞き取って下さ

い。（連絡先はお知らせしますので各自で担当者に連絡を取って下さい。）聴き取りの前に事前にご

自身でわかる項目は事前に記入をお願いします。 

※なお、松山市の受講生は別途受講生宛に案内がありますので確認をお願いします。 

②情報を聞き取り、「社会資源調査票」に記入し、地域の特徴（強みや課題）を知る。 

③実際に地域の自立支援協議会等に参加し、協議項目や内容等について把握する。 

④次回演習にてグループ内で報告する。 

 

 

インターバル①課題提出について     

演習 3 日目当日にご自身の課題を封筒（A４サイズが入るもの）に入れご提出下さい。その封筒に

は「インターバル 1課題提出票」をはがれないよう貼り付けてください。（貼り付け不足による氏名

確認ができない等の不備については対応いたしかねます。）チェック項目もありますので合わせて確

認をお願いします。課題の控えは演習当日（7/22）に各グループメンバー全員で共有しますのでグ

ループメンバー人数分、演習講師分のコピーをご用意下さい。（合計 8部） 

なお、内容等確認を行うため事務局にメールにて 7/14（火）17:15 までに提出をお願い

します。  
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インターバル②（実習１－２） 

実施期間（令和８年 7 月２３日～令和８年 8月 14日） 

（改訂 障害者相談支援従事者初任者研修テキスト ｐ278～ｐ280引用・参照） 

実習１－２（相談支援の基礎技術に関する実習２） 

（１）実習の目的 

演習 2‐1 のスーパービジョンの体験で支援内容を検討したことを踏まえ必要に応じて追加の情報

収集や再アセスメントを実施し、実習に臨む。実習 1－1 の事例を再度見直し、サービス等利用計

画案を作成する。 

 

（２）実習の内容 

①再度地域に戻り、本人に再度会い、再アセスメントを行う。必要な情報収集を行い実習１－１で

記入した書式２・３・７・８の書類に必要に応じて加筆修正する。 

②書式 10（記録・振り返りシート）を用いて振り返りを行う。 

③書式 5‐1・２・３・４（サービス等利用計画案一式）を用いて計画作成を行う。 

④③で作成した上記資料を各市町のインターバル受入機関に連絡し実習時に確認、助言を受けて下

さい。 

④次回演習（8/25）にて、各グループにて実習内容を共有する。以下内容の概要を 7分程で報告で

きるよう準備する。 

（再アセスメントの結果、変化したこと、サービス等利用計画案作成時に留意したこと、作成に当

たり困難なことや疑問に感じたこと） 

 

インターバル②提出について   

演習 4日目（8/25）にご自身の課題を封筒（A４サイズが入るもの）に入れご提出下さい。その封

筒には「インターバル 2課題提出票」をはがれないよう貼り付けてください。（貼り付け不足による

氏名確認ができない等の不備については対応いたしかねます。）チェック項目もありますので合わせ

て確認をお願いします。課題の控えは演習当日（8/25）に各グループメンバー全員で共有しますの

でグループメンバー人数分、演習講師分のコピーをご用意下さい。（合計 8部） 

なお、内容等の確認を行うため事務局にメールにて 8/14（金）までに提出をお願いしま

す。  

 


